
　2020年のタイ経済は、国内外における新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、個人消
費がマイナスに転じるなど、実質GDP成長率は前年を大きく下回るマイナス6.1％となった。
2021年の経済成長率も、感染再拡大の影響などにより、0.7～1.2％の低成長にとどまると見
込まれている。2020年の貿易は、世界経済の鈍化などが影響し、輸出入ともに減少した。ま
た、2020年の対内直接投資認可額も前年比で減少に転じた。タイ政府は、新型コロナ禍からの
経済の復興を図るべく、2021年 1月、「BCG（バイオ・循環型・グリーン）経済」を国家戦略





次いで日本の277億ドル（16.6％

減）で13.4％だった。 3位は米

国の148億ドル（14.3％減）で、

7.2％だった。

　品目別にみると、国際価格の

下落に伴い原油が20.0％減の

170億ドルとなった。特に2020







において、タイで活動が確認された日系企業は5,856社あり、新型コロナ禍にも関わらず、2017年の

前回調査時の5,444社と比較して412社増加した。業種別にみると、 1位が「製造業（2,344社）」、 2位


